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よ
り
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か
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方
法
が
最
上
ご
は
考
へ
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。
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爲
の
徳
、
義
務
の
欝
の
義
務
て
ふ
理
想
境
に
達

す
る
迄
は
、
賞
罰
が
徳
育
の
手
段
ご
し
て
用
ゐ
ら
る
、
如

く
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或
程
度
迄
斯
か
る
手
段
を
取
h
て
理
會
を
助
く
る
も

敢
て
差
支
へ
な
い
ご
信
ず
Q
此
稿
を
草
し
た
所
以
も
叉
此

庭
に
あ
る
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、
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の
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あ
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の
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さ

れ
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印
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永
久
的
ざ
な
り
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の
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導
の
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こ
な
る
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あ
公
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の
責
任
の
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を
養
ひ
且
つ
吾
樂
を
漿
働
し

て
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れ
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資
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よ
ご
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ら
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新
聞
紙
の
報
導
す
る
庭
に
由
れ
ば
入
穿
禰
旬
に
来
由
の
心
理
學
者
哲
學
者

童
し
て
著
名
な
ろ
う
ッ
ド
敏
授
が
病
氣
の
六
め
長
逝
ゼ
ら
れ
大
ビ
の
事
で
め

る
。
氏
に
吾
國
の
三
界
に
早
く
知
ら
れ
そ
の
教
育
學
心
理
學
認
識
論
も
そ
の

頃
醗
謬
解
説
ぜ
ら
れ
糞
や
う
で
あ
ろ
。
一
八
九
二
年
に
ば
同
志
証
大
學
に
｛

入
九
九
年
に
ぽ
測
立
常
暗
の
京
都
帝
國
大
學
の
六
め
に
講
義
ゼ
ら
れ
表
こ
ε

に
京
都
の
下
界
に
建
っ
て
忘
れ
得
ぬ
學
者
で
あ
ろ
。
氏
に
一
入
四
二
年
に
北

来
ペ
イ
ン
ヴ
ィ
ル
に
生
れ
団
。
乱
。
ぎ
8
濠
冷
。
の
教
授
ミ
し
て
生
理
的
實

験
的
心
理
學
の
研
究
に
実
事
し
、
後
エ
ー
ル
大
耳
の
寂
授
に
移
っ
て
か
。
ら
も

氏
の
實
験
室
に
於
て
研
究
を
績
け
、
そ
れ
為
細
…
め
て
公
に
ゼ
ら
れ
糞
も
の
が

世
に
知
ら
れ
象
ろ
「
止
理
的
心
理
學
」
で
あ
ろ
。
既
書
は
極
月
の
心
理
學
界
に

相
轡
田
の
影
響
為
及
ぼ
し
ナ
P
や
う
い
ぐ
あ
ろ
。
哲
藁
に
晶
於
て
氏
「
ぱ
ヘ
ル
マ
ン
・
ロ
ツ

ツ
ェ
の
流
れ
た
汲
み
一
方
に
於
て
拙
朔
的
態
度
な
定
ろ
定
共
に
、
他
方
に
於
て

に
糎
験
鼻
糞
實
に
二
っ
て
思
辮
為
輔
正
せ
ん
定
マ
ろ
實
識
的
態
度
た
も
軽
ん
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號
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じ
な
冨
つ
六
。
即
ち
氏
の
學
風
に
猫
創
的
な
も
の
螺
髪
的
な
も
の
奄
撮
す
る

ε
云
ふ
よ
り
匡
蜜
ろ
緯
々
な
る
立
場
な
滲
曝
し
極
め
て
齪
瀧
的
に
こ
れ
等
な

統
一
し
實
生
活
ミ
三
隅
し
て
畏
衆
の
理
解
に
力
め
ん
享
る
に
あ
っ
象
。
哲

墨
為
以
て
そ
の
子
電
し
て
の
貧
識
科
學
の
急
激
簗
ろ
獲
鍵
屋
眺
め
て
唯
徒
ら

に
驚
愕
し
て
み
る
保
親
、
も
に
や
そ
の
子
に
見
放
さ
れ
自
ら
の
昔
の
盛
を
徒

ら
に
嘆
く
に
過
ぎ
な
い
慨
親
に
ら
比
せ
ん
建
す
る
様
な
、
蔀
の
論
潜
の
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

張
に
匡
明
か
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封
し
て
、
哲
學
に
そ
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自
勇
の
猫
立
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立
場
に
立
つ
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

す
べ
て
の
特
殊
科
學
が
無
批
鋼
的
に
重
訂
し
て
み
る
範
瞬
そ
の
も
の
な
批
刎

す
る
こ
ε
⇒
す
べ
て
の
そ
れ
が
無
白
目
的
に
「
あ
る
探
求
の
目
的
理
想
等
の
批

判
及
び
の
舞
科
學
の
成
果
の
綜
合
に
臥
し
て
の
批
判
為
試
み
る
黙
に
、
他

　
　
　
　
し

の
科
學
定
癌
別
ぜ
ら
る
べ
き
使
命
あ
り
ミ
し
れ
が
、
他
方
に
於
て
哲
學
に
精

憩
科
學
就
申
心
理
學
の
實
際
的
研
究
に
由
っ
て
新
し
き
内
容
存
惑
ま
れ
そ
の

開
戸
趨
の
総
｝
源
ぐ
」
解
決
か
此
等
の
學
に
嵩
夙
に
れ
げ
［
な
ら
ぬ
ビ
蓮
べ
て
る
る
。
か

ぐ
め
如
き
理
想
ピ
事
｛
貰
の
相
聞
に
自
ら
氏
た
二
元
的
唯
心
論
に
旧
い
索
の
で

あ
っ
穴
が
、
然
し
こ
の
封
立
ば
淋
の
概
念
に
於
て
一
致
す
る
こ
亡
、
即
ち
宗
敏

的
一
元
論
に
於
て
最
後
の
目
的
的
統
…
の
成
立
す
ろ
こ
ε
な
明
か
に
し
た
。

す
べ
て
の
實
在
匡
へ
ー
グ
ッ
の
向
自
的
實
在
ミ
し
て
糖
榊
的
で
あ
り
、
無
隈

的
精
憩
オ
し
て
の
紳
の
申
に
含
ま
れ
る
、
吾
等
個
々
の
精
融
も
勿
諭
そ
の
中

に
於
て
統
一
ぜ
ら
れ
ろ
の
で
あ
る
。
心
理
學
に
於
て
匡
褒
態
的
方
面
意
志
活

動
の
方
面
な
特
に
重
じ
善
様
で
あ
っ
た
、
認
識
の
要
素
に
惜
意
の
作
胴
で
あ

っ
て
・
そ
れ
に
烈
識
に
倫
理
的
意
味
た
帯
ば
し
め
ろ
。
勇
心
の
關
係
に
つ
い

失
ば
交
互
作
用
説
奄
ぜ
っ
た
。
そ
の
晩
年
の
著
堂
旧
H
ぐ
μ
o
要
げ
ロ
σ
q
夕
い
篤
。
つ
コ
高

”
。
聾
¢
の
中
で
に
吾
が
日
本
の
哲
學
に
つ
い
て
次
の
様
に
蓮
べ
て
る
ろ
。

　
「
日
本
に
於
て
ほ
西
洋
思
想
の
輪
入
に
刷
建
し
て
、
そ
の
哲
學
は
佛
敷
各
宗

一
三
八

涙
の
間
に
於
け
る
汎
憩
論
的
藪
理
の
珊
末
的
論
蛾
か
著
し
く
ば
そ
の
國
の
封

建
制
疲
の
要
求
に
基
く
儒
敦
の
著
る
し
き
憂
逡
の
執
れ
か
に
存
す
る
云
。
」
。

　
呼
て
の
生
な
ろ
碧
書
ほ

　
　
目
7
舅
。
㌶
。
。
o
門
歪
受
鮎
〇
一
〇
唯
。
紘
団
3
．
9
5
ご
σ
q
ざ
日
q
Q
o
ワ
刈
・

　
　
H
彗
H
o
μ
二
〇
瓜
。
霞
8
覧
二
一
〇
切
。
℃
ゴ
）
、
u
H
o
D
の
O
・

　
　
弓
堕
。
｝
δ
δ
㈹
メ
U
o
。
。
o
ユ
営
ぞ
o
ρ
＆
国
呂
一
）
一
p
影
p
ε
呪
団
レ
g
。
譲
・

　
　
コ
託
。
ω
o
覧
薫
。
陶
図
p
9
く
一
〇
餌
σ
q
ρ
H
G
D
㊤
メ

　
　
諺
目
国
嵩
。
種
団
。
一
因
2
｝
禅
）
、
讐
H
Q
D
O
り
・

　
　
コ
ド
臨
。
ω
o
℃
ゴ
団
。
団
0
9
西
口
。
叶
り
μ
⇔
O
』
っ
・

　
　
類
三
〇
8
営
藁
。
〔
男
。
厭
σ
q
曲
0
7
鵠
く
0
5
同
8
0
・

　
　
肖
コ
。
芝
げ
釦
鵬
。
リ
ピ
罵
。
碧
覧
男
。
己
離
塁
H
O
O
P

　
ヴ
ィ
タ
セ
ク
の
訂
　
　
プ
ラ
ー
グ
大
摯
敦
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し
て
知
ら
れ
六
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テ

フ
ァ
ン
の
ヴ
ィ
タ
セ
〃
も
亡
く
な
ら
れ
か
さ
う
で
あ
る
。
氏
に
一
八
七
〇
年
の

生
れ
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マ
イ
ノ
ン
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派
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少
魅
心
理
潮
曇
ミ
し
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そ
の
妊
著
O
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．
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等
に
山
っ
て
毒
茸
な
期
待
さ
れ
乳
の
で
あ
る
が
、
§
。
年
後
に
鹸
り
著
ろ
し

き
護
表
た
見
な
か
つ
六
様
で
あ
ろ
。
然
し
三
＋
歳
頃
の
藩
作
穴
る
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の
如
き
に
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
論
に
封
ず
る
一
種
の
批
判
芝
し
て
そ
の
・
方

酉
の
研
究
活
の
見
差
す
べ
か
ら
ざ
う
も
の
で
あ
ら
う
。
マ
イ
／
ン
グ
逝
き
ス

ト
ェ
τ
ル
逝
き
ま
た
氏
の
計
あ
っ
て
填
國
派
の
孤
影
寂
然
六
ろ
の
感
が
あ
る
。


